
シンガポールはもともと、世界有数の「ハブ港」として知られてきました。アジアと欧米を結ぶ海上交通の要所に位置し、

多くの貨物がここを経由することで発展してきた国です。貿易に関わる企業にとっては、まさに物流の中心地と言える

存在です。しかし今、シンガポールの役割は大きく変わりつつあります。

単なる『モノを運ぶハブ』から、『ビジネス全体を動かすハブ』へと進化しています。

現在では、物流だけでなく、お金・情報・人材が集まる場所としての価値が高まっています。たとえば金融面では、

シンガポール金融管理局のもとで安定した仕組みが整えられ、投資や資金

調達がしやすい環境が作られています。また、多くのグローバル企業が

シンガポールに拠点を置いていることも大きな特徴です。世界や日本の

大企業は、ここを拠点に東南アジア全体へビジネスを展開しています。

つまりシンガポールは、「どこに投資するか」「どの国に進出するか」を

決める“司令塔”の役割を担っているのです。

東南アジアは魅力的な市場ですが、国ごとに制度や言語が違い、直接展開

そこからASEAN全体を見ながら戦略を立てるという流れが一般的になってきています。

さらに今後は、この「全業種のハブ」としての機能がより強まっていきます。デジタル分野や環境ビジネスへの投資が進み、

単なる中継地点ではなく、ビジネスの方向性を決める場所としての重要性が増しています。

つまりシンガポールは、

これまでの「物流のハブ港」から、

「すべてのビジネスが集まるハブ」へと

進化しています。

　　　貿易の現場から見ても、モノの流れだけでなく、情報・資金・

　　　戦略までもがここに集まっている点は、今後ますます重要に

　　　なっていくと言えるでしょう。

　　　シンガポールから目が離せない状況となっています。

新洋海運株式会社では、一般貨物の保管を主体としながらも、定温倉庫による高度な温度管理にも対応できる体制を

整えています。一般雑貨や工業製品など常温での保管を中心に、多様な貨物を効率的に取り扱う一方で、食品や化学製品

など温度管理が求められる貨物についても、保管することが可能です。

定温倉庫では、一定の温度帯での保管に対応し、季節や外気温の影響を受けにくい環境づくりに取り組んでいます。

温度管理が必要な貨物についても、できるだけ安定した状態でお預かりし、大切な商品を安心して保管いただけるよう

心がけています。

また、入出庫管理や在庫管理、流通加工などの物流機能も一体的に提供することで、

保管から配送までの効率化を実現。一般貨物を中心とした柔軟な対応力に加え、必要に

応じて定温管理へ切り替えられる点は、多様なニーズに応える大きな強みです。

品質と効率のバランスを意識した物流サービスとして、お客様の業務をサポートいたします。

新洋海運の倉庫を、さまざまな場面でご活用いただければと思います。

　　 https://www.shin-yo.co.jp/index.html

注目のシンガポール！　『港のハブ』から『ビジネスのハブ』へ

するのは簡単ではありません。そこでまずシンガポールに拠点を置き、

　　　　　一般・定温貨物対応の物流倉庫
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新洋海運の強み
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